
 

 

 

 

令和３年５月  

 

大野市教育委員会定例会  

会議録  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   日 時：令和３年５月２６日（水）午後３時３０分～午後４時４０分  

   場 所：大野市役所 大会議室  

 

 



 

 



1 

大野市教育委員会５月定例会 次第 

 

                    令和３年５月２６日（水）午後３時３０分～ 

                    大野市役所 大会議室 

１ 開会  

会議録署名人 松田委員 羽生委員  

 

２ ４月定例会の会議録の承認について  

 

３ 教育長重要事項報告  

 

４ 議事  

 報告第８号 専決処分の報告について（補正予算の専決）  

 議案第３９号 大野市結婚新生活支援事業補助金交付要綱案について  

 議案第４０号 大野市Ｕ２５夫婦支援事業実施要綱案について  

 議案第４１号 令和３年６月大野市議会定例会提出議案（補正予算案）につい

て 

 議案第４２号 大野市博物館運営協議会委員の選任について  

 議案第４３号 大野市生涯学習推進会議委員の選任について  

 

５ 付議事項  

 １）６月の行事予定について                 資料１  

    ・６月定例教育委員会 ６月２８日（月）午後３時３０分～ 大会議室  

 

６ その他  

 １）５月の業務報告について                 資料２  

２）令和３年度教育委員会人事異動について          資料３  

 ３）その他  

 

７ 閉会  
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＜出席者＞  

 

              教育長            久 保 俊 岳  

 

              委 員（教育長職務代理者）  馬 道   保  

 

              委 員            松 田 輝 治  

 

              委 員            羽 生 たまき  

 

     事務局（説明者） 事務局長           真 田 正 幸  

 

              教育総務課長         横 田 晃 弘  

 

              学校教育審議監        千 田   佐  

 

              こども支援課長        加 藤 智 恵  

 

              生涯学習・文化財保護課長   佐々木 伸 治  

 

        （書 記） 教育総務課企画主査      藤 本 久実子  

 

 

 

 

＜傍聴者＞                     ２人 
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【開会】  

 

【教育長】ただいまから大野市教育委員会５月定例会を開会する。  

 

 

【会議録署名人】  

 

【教育長】本日の会議録署名人は、松田委員、羽生委員にお願いする。  

 

 

【４月定例教育委員会会議録の承認について】  

 

【教育長】事前にお送りした会議録案について、ご意見、ご質問等があればお願

いする。  

 ――＜意見・質問なし＞――  

【教育長】事務局の提案どおり承認してよろしいか。  

 ――＜異議なし＞――  

【教育長】提案どおり承認する。  

 

 

【教育長重要事項報告】  

 

【教育長】「学校再編」について申し上げる。  

４月末に、旧乾側小学校の児童が通うスクールバスに乗ってきた。５月中旬に

は学校教育審議監が乗車した。来月は、指導主事が乗り、ローテーションを組

んで続けていきたい。利用している児童は１６人である。全員が明るい表情で

登校していたことが印象的であった。  

停留所には、保護者や祖父母の姿がたくさん見られ、皆さん明るく挨拶を返し

てくれた。一人の祖母が、遠足がとても楽しかったとお孫さんがとても喜んで

いたと伝えてくれた。また、友達ができ、家まで遊びに来てくれたそうだ。  

昨日は、下庄小学校への教育委員会の学校訪問日であった。２年生から６年生

まで、旧乾側小学校児童の様子を確認することができた。全員が学校に馴染み、

元気に過ごしているように見えた。しかし、目に見えない悩みや緊張があり、

細かく心配りをしながら見守っている旨を、旧乾側小学校教頭であり現下庄小

学校教頭から報告を受けた。教育委員会としても、しっかり学校と保護者を支

援したい。その一例として、スクールバスへの乗車を定期的に継続していく。

そのことを通して、乾側地区の児童及び保護者や区民の皆さんに少しでも安心

してもらえるよう心掛けたい。  

また、本日から学校再編計画案の説明会が始まる。今日の和泉地区を皮切りに、
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約２０回を予定している。また、都合がつかない方のために、ネットでライブ

配信を行なう。３年間の積み上げから出来上がった再編案を丁寧に説明し、理

解いただくとともに、保護者や区民の皆さんの思いに心を寄せ、慎重に進めて

いきたい。よろしくお願いする。  

 

【議事】  

 

【教育長】議案第４２号 大野市博物館運営協議会委員の選任について及び議案

第４３号 大野市生涯学習推進会議委員の選任については、個人情報が含まれ

る案件であるため、本日は後ほど非公開で審議することとし、会議録及び議案

は、個人情報を除いて後日公表する。  

 

【教育長】報告第８号 専決処分の報告について（補正予算の専決）事務局の説

明をお願いする。  

 ――＜事務局長説明＞――  

【教育長】ご意見、ご質問等があればお願いする。  

 ――＜意見・質問なし＞――  

【教育長】報告第８号について、事務局の報告どおり承認してよろしいか。  

 ――＜異議なし＞――  

【教育長】報告第８号については、報告どおり承認する。  

  議案第３９号 大野市結婚新生活支援事業補助金交付要綱案について、事務

局の説明をお願いする。  

 ――＜こども支援課長説明＞――  

【教育長】ご意見、ご質問等があればお願いする。  

【松田委員】県が主催する共家事講座は、場所や開催回数、具体的な内容につい

ておおまかで構わないので教えて欲しい。  

【こども支援課長】共家事講座の会場は、県内いくつかで開催される予定で大野

は９月に開催する予定。９月の大野会場で参加できない場合も、オンラインで

参加できる。詳しい日時はまだきていない。内容についても詳しいことはわか

っていないが、女性ばかりが家事をするのではなく男性にも参加してもらうよ

うな内容になるのではないかと思われる。  

【羽生委員】この事業は新規事業で、当初予算に計上されていた。４月の定例会

で配布されたすくすく子育て支援パッケージの中にも盛り込んであったと思う。

事業としては４月１日から始動しているのか。この要綱が承認されてからとな

るのか。  

【こども支援課長】要綱に、施行は告示日から、適用は４月１日となっており、

４月１日以降に結婚された方は対象になる。またその方でも、引っ越し費用と

住居費については令和３年１月１日からの分も対象となっている。  

【羽生委員】実際に相談や問い合わせはあったのか。  

【こども支援課長】子育てパッケージを市報と一緒に送付したところ、本人から
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というか親御さんから何件かの問い合わせがあった。要綱内容や共家事講座な

どのことも決まっていなかったため、詳しい内容が決まったらお知らせすると

お伝えした。何件かの問い合わせがあった。  

【羽生委員】私も親世代なので、この事業は成功してほしいと思っている。コロ

ナ禍で全国的にも出産控えや結婚控えが加速していて、本市においても出生率

や婚姻率もコロナ前に比べてどれくらいなのかというデータも知りたいと思っ

ている。新規事業ということで、コロナ禍でも若い方が１組でも２組でも活用

していただき、実績とサポートにつながるように追い風になればよいと思って

いる。  

【教育長】議案第３９号について、事務局の提案どおり承認してよろしいか。  

 ――＜異議なし＞――  

【教育長】議案第３９号については、提案どおり承認する。  

  議案第４０号 大野市Ｕ２５夫婦支援事業実施要綱案について、事務局の説

明をお願いする。  

 ――＜こども支援課長説明＞――  

【教育長】ご意見、ご質問等があればお願いする。  

 ――＜意見・質問なし＞――  

【教育長】議案第４０号について、事務局の提案どおり承認してよろしいか。  

 ――＜異議なし＞――  

【教育長】議案第４０号については、提案どおり承認する。  

  議案第４１号 令和３年６月大野市議会定例会提出議案（補正予算案）につ

いて、事務局の説明をお願いする。  

 ――＜事務局長説明＞――  

【教育長】ご意見、ご質問等があればお願いする。  

 ――＜意見・質問なし＞――  

【教育長】議案第４１号について、事務局の提案どおり承認してよろしいか。  

 ――＜異議なし＞――  

【教育長】議案第４１号については、提案どおり承認する。  

     

 

【付議事項】  

 

【教育長】付議事項１）６月の行事予定について、ご意見、ご質問等があればお

願いする。  

――＜意見・質問なし＞――  

【教育長】６月の行事予定については、以上とする。  

 

 

【その他】  
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【教育長】５月の業務報告について、ご意見、ご質問等があればお願いする。  

【羽生委員】５月から学校再編案説明会があるが、２１日に阪谷地区区長会から

要望があり再編計画案の説明に行かれたとのことであるが、何か大きな問題が

あったのか。可能なら内容を聞かせて欲しい。  

【事務局長】各地区に入る前に、地区の自治を預かる区長会に事前にあいさつと

報告に伺った。その中で、問題があったから来て欲しいということではなく、

予め区長にも説明して欲しいとの要望があったため伺った。質疑の内容につい

ても再編を強固に反対するという意見がその時にあったわけでなく、計画内容

の具体的な内容を述べられたり、学校の跡地をどうするのかという説明の中で

のご質問を受けてお答えさせていただいた。決して、トラブルがあって呼ばれ

たわけではない。  

【松田委員】未就学児の保護者へはどのように周知しているのか。  

【教育総務課長】未就学児の保護者に対しては、各家庭を特定し直接郵送でご案

内をしている。  

【松田委員】何日ほど前に届くのか。  

【教育総務課長】いつ頃までにとの確認はしていないが、連休明け頃にはお出し

させていただいたと思っている。  

【松田委員】皆さんに周知している、連休明けくらいには通知がでているという

ことか。  

【教育総務課長】はっきりした日付までは確認していないが、その頃には発送す

る準備をしていたので、実際に出した日付は確認していないが、１０日の週く

らいにはお出しさせていただいていたかと思う。  

【松田委員】未就学児の保護者が一番に学校再編の渦中に入る人ばかりだと思う。

できれば、たくさん参加して欲しい。みなさん予定があるとは思うが、適度な

通知が必要。既に通知が出ているということで了解した。  

【教育総務課長】説明会の日程については後ほど改めて説明させていただくが、

７月８月にも未就学児の保護者対象への説明会が控えているが、まずは直近に

開催する未就学児の保護者対象への通知は発送させていただいている。まだ先

の日程の対象者へは順次出させていただくということを報告させていただく。  

【馬道委員】私が幼稚園の園長を兼ねていた時、公立幼稚園の保育の様子を公立

幼稚園だけでなく私立幼稚園の先生も集まって研究会をした。その際に、低学

年の先生方も入るといいねと話していた。その研修会はとても良かった。公立

幼稚園がなくなったので、そのような機会がないのかと思うが、教育長がおっ

しゃる幼小中の連携という意味で、公立私立問わず幼稚園保育園の先生や低学

年の担任を持つ先生が一堂に集まる研究会があるといいと思っている。今は公

立幼稚園がないのでそのようなことはしていないのかと思うが、いかがか。  

【学校教育審議監】５月１３日に幼小連絡協議会を開催しており、その時に保育

園と認定こども園の園長や、小学校の校長が集まり、県の幼児教育センターの

講義を聞いたあと、情報交換というか今年度はどのように連携していきましよ

うかということで、具体的に動いていきましょうとなった。コロナ禍で難しい
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が、例えば小学校の教員が保育の様子を見せてもらうといった、状況を把握し

ないと幼小の接続がうまくいかないだろうということで、夏季休業中だと教員

も動きやすいので、連携する保育園の保育の様子を見させてもらう。小学校の

場合は学校訪問をしているなかで、授業を公開しているので、他の小中学校か

らは様子を見に来ており、空いている時間を見て今度は保育所の保育士や教員

が学校の授業の様子を見ていきましょうといった交流をしていきましょうと、

情報交換を始めたところである。とにかくお互いに見合うということが大事。

以前は幼小接続プログラムということで、保育所や認定こども園の年長の子ど

もと小学１年生の子ども同士の交流はあるけれど、教員・保育士同士の交流も

深めながらも１８年教育をやっていきたい、ということで動き出しているとこ

ろである。  

【教育長】ご指摘の点は、確実に進めていく体制になっている。５月の業務報告

については、以上とする。  

 令和３年度教育委員会人事異動について、ご意見、ご質問等があればお願いす

る。  

――＜意見・質問なし＞――  

【教育長】令和３年度教育委員会人事異動については、以上とする。  

議案第４２号及び議案第４３号について、審議を進めさせていただく。  

 ――＜傍聴者退室＞――  

 

 

【議事】  

 

【教育長】議案第４２号 大野市博物館運営協議会委員の選任について、事務局

の説明をお願いする。  

――＜生涯学習・文化財保護課長説明＞――  

【教育長】ご意見、ご質問等があればお願いする。  

 ――＜意見・質問なし＞――  

【教育長】議案第４２号について、事務局の提案どおり承認してよろしいか。  

 ――＜異議なし＞――  

【教育長】議案第４２号については、提案どおり承認する。  

 議案第４３号 大野市生涯学習推進会議委員の選任について、事務局の説明を

お願いする。  

――＜生涯学習・文化財保護課長説明＞――  

【教育長】ご意見、ご質問等があればお願いする。  

 ――＜意見・質問なし＞――  

【教育長】議案第４３号について、事務局の提案どおり承認してよろしいか。  

 ――＜異議なし＞――  

【教育長】議案第４３号については、提案どおり承認する。  
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【その他】  

 

【教育長】その他何かあればお願いする。  

【教育総務課長】学校再編計画（案）の説明会を本日より、８月２６日の教職員

向けの説明会まで２１回実施させていただく。このほかにも要望があれば開催

させていただきたい。小学校区ごとに開催させていただき、住民の説明会と再

編計画の対象となる小学校区については児童・未就学児童の保護者向けの説明

会を別途日程を組ませていただいている。中学校の説明は小学校区に含まれる

ということで、小学校区単位で開催させていただく。説明会はユーチューブを

活用し、ライブ配信もさせていただく。市のホームページの教育の小中学校か

ら入っていただきライブ配信の項目からご覧いただける。  

【羽生委員】今回の学校再編については、当初から掲げてる慎重・丁寧・着実の

下にきめ細やかな説明をしていただけることに安心している。再編の対象とな

っているところについては、地区の方と保護者とで分けていただき、教職員の

方の枠もいれていただいていることに、丁寧で公平なやり方で多くの方もよか

ったとの声も耳に届いている。いろいろなところでいろんなご意見をお伺いす

るが、住民の方と保護者ではそれぞれ考え方にギャップがあり、会場で大きな

声をだす方がいると、思っていてもなかなか言えないという流れができること

もある。そういう意味でも細分化して丁寧に公平に客観的に話を拾っていただ

ける機会が２１回に分けてもらえるということに期待したい。  

教育委員の立場として、ライブでなく、直に傍聴したい時は、自分の住む地区

の会場以外へ行ってよいのかお聞きしたい。  

【教育総務課長】ご都合がつくようであれば、地区の説明会に参加いただければ

一番ありがたい。ご都合がつかない場合、教育委員の立場でということであれ

ば、他の会場への参加も可能かと思う。  

【事務局長】率直に申し上げると、教育委員は執行側となり、どのような立場で

参加いただくのかとすると、説明者側にお座りいただかないといけないという

こともあるかと思う。お話を聞いていただけることはありがたいが、いろいろ

な機会を通じて計画案について皆様にお諮りしていると思うので、ご理解を深

めていただけるような取り組みをしていただけるとありがたいと考える。  

【松田委員】配信の間隔はどれくらいであるか。昨日実施したものを、今日見ら

れるといったことになるのか。  

【教育総務課長】例えば、今日ライブ配信したものについて１週間程度は残して

いきたいと考える。ライブ配信なので生中継である。  

【教育長】日程表は時系列に並んでいるが、対象となる校区とそうでない一般の

住民の方で色分けしていただくと見やすくなると思う。ライブ配信も都合の悪

い方もだが、未就学のお子さんをお持ちの若い方々も気軽にＳＮＳで情報を得

られるということを十分意識している。この日程を組みますのも各ＰＴＡや区

長会に事前にいつが一番都合がよいかということで、第１第２第３希望を取り
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その中で調整をさせていただいた。ある学校では、夏休みにＰＴＡの奉仕作業

があるので、その時に全員が集まるので、奉仕作業の後でお願いできないかと

いうこともあった。なるべく皆様の都合の良い時にしっかり集まれるように考

えている。  

【馬道委員】２点述べさせていただく。１点目はＧＩＧＡスクールにおける一人

１台タブレットの活用の様子をお話させていただく。２点目はコロナに関係す

ることである。まず、私が勤めている陽明中学校の様子で、私は理科の支援に

はいっており、理科での活用例である。一人１台持っているので、自分の班の

実験の様子を録画したり、結果を拡大写真に撮ったりして記録しておく。次の

授業でそれを見ながら考察を考えたり、結果を共有したりする使い方をしてい

る。正面から上手に撮れているものもあれば、上手に撮れず結果がわからない

ものもあり、そのような時は班でみて、誰々さんが上手に撮れているから班で

共有して、と伝え、瞬時に同じメンバーに送ることができ、「これはよくわかる

ね」と考察にも役立っている。記録ノートが良いものを先生が撮って「こんな

ふうに書いているよ」と生徒全員に一斉送信し、それを見て参考にできる。そ

のような使い方をして、考察が自分だけの記録だけでなく、いろんなものを見

て、考察できるので、これまで以上にいろんな気づきがあって良いと思ってい

る。操作については、ほとんどの生徒が違和感なくスムーズに使っている。自

分のスマホやタブレットが家にあるという生徒が多いため、抵抗がなく困って

いる生徒はほとんどいない。たまに戸惑っている子もいるが隣の子がササっと

教えてくれるので、全く問題なく使っており、今後いろいろな使い方がもっと

考えられていくだろうし、生徒の興味・関心はとても高く、とても一生懸命に

取り組んでいる様子がわかる。ますます活用の幅が広がっていけば学力もどん

どんついていくのではとういう楽しみがある。  

 ２点目であるが、小学校でコロナ感染した児童がでたわけだが、それが広がら

なくてよかったと思っている。学校では全員マスクしようと徹底していて、そ

れで広がったらどうしようかと思っていたが一人で留まってよかった。しかし

段々と暑くなってきており、蒸し暑くもなってきた。マスクがつらい時期にな

ってきた。体育で汗も流しているときにマスクをしろということも言いづらい。

着替えてすぐは呼吸が落ち着くまでスタートをしないという配慮もしている。

昼休み後も激しく動いて戻ってきて、始まってすぐにマスクをしろということ

も言い辛い。今後どのように対策をしていけばいいのかと、心配になってきて

いる。変異株もイギリス型も増えてきておりインド変異株も入ってきていてお

り大変怖い。先ほど補正予算でスポーツマスクや吹奏楽マスクが入るとの話が

でたが、以前にどなたかが先生方がマスクをしているので、低学年の児童がと

ても不安だとか先生の様子が見えなくて怖いとの意見がでた。先生方にマスク

でなく透明なフェイスマスクを配布していただけると、子どもも先生の様子が

わかって少し安心できるのではないか、と思っている。この前、同じ理科の先

生で、最初はマスクをして授業し、次はフェイスマスクをして授業しており、

たまたま比較できたのだが、私も見ていて先生の様子が伝わりますし、楽しい
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ときは先生の顔も笑顔になっている。そういうのが見えてきますと、子どもも

授業そのものが楽しい雰囲気になりますし、落ち着いてできるのではと感じた。

ですので、教員にも透明のフェイスマスクが配布されるとよいのかなと思った。

先ほども言いましたが児童生徒もマスクがこれからも暑くなって厳しいので、

分厚くないものの配布は難しいのかなと思った。  

【学校教育審議監】これからどんどん熱くなるので、とくに体育の時間ではマス

クを外して十分な間隔をとって授業を行うということは昨年度も各学校に周知

しお願いしており、その点は大丈夫かなと思っている。今は丁度境目なのでど

こで外すそうかということは体育教師も悩みどころかと思っている。  

【馬道委員】体育から戻ってきての、暑いときである。  

【学校教育審議監】その時も十分な間隔をとっての対応が必要になってくると思

っている。フェイスシールドも確かに良くみえるが、昨年度１１月頃の文科省

の通知では、フェイスシールドは飛沫が飛ぶということであった。おっしゃる

とおり顔が見えるということは非常にいいことなので、ある程度の間隔をとっ

ての授業ができるのであれば、そういったことも可能かなと思う。予算措置の

こともありフェイスシールドの購入については今のところ考えていない。新し

い学校生活様式の中で、入学式のときにはマスクを取って保護者・児童・教職

員がしゃべらずに写真をとりましょうということでやっています。学校を回ら

せていただいている中、マスクをしている学校様式が異常な事態なのだという

ことで、いろいろな対策をとりながら少しでも異常な事態を出さないようなこ

とも、一緒に考えていきましょう、ということでやっていきたい。  

【教育長】フェイルシールドだけでは、非常に不十分だということが専門家の見

解だということです。早く透明なマスクがでないかということを思っている。  

【教育長】その他なにかあればお願いする。  

【生涯学習・文化財保護課長】成人式のアンケートについて報告させていただく。

４月教育委員会でアンケート結果を報告させていただいたあと、新成人に対し

再度アンケートの依頼を促したところ、１０名の方から返事があった。結果は

４月の報告とおおむね同じような傾向であった。実施時期については、１月の

開催が４月の時は６４人で５６．１％が７２人の５８．１％となった。３月は

４２人の３６．８％が４３人３４．７％となり、８月は６人で５．３％が７人

の５．７％となった。この結果を受けて、開催時期については早い時期に決定

していきたいと考えている。  

【学校教育審議監】配布物の中に各学校の教育計画があります。今回、昨年度と

一番大きく変えたのは、人権教育や生徒指導、道徳教育など学校が今年度一年

間で行っていく、いろんな教育分野について担当の教員が計画をたてているが、

例えば、生徒指導と書いてある隣にＳＤＧｓのロゴを入れている点が一番変更

したところである。そのロゴを教務主任や管理職が入れるのではなく、担当の

教職員が、今自分の学校が生徒指導で狙うところはＳＤＧｓのどれが関連する

か、ということを考えて入れている。それを教務主任や管理職が点検し教育計

画として出してもらっている。そのことでまず教職員がＳＤＧｓのそれぞれの
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目標達成の意味を理解し、それを子どもたちに下ろしていくという取組みを教

育計画の中でまず始めたということです。今年は、学校生活の中でそのような

ことも目に見えてきたらということを期待している。お持ち帰りいただいてご

覧になっていただけたらと思う。  

 

 

【閉会】  

 

【教育長】これをもって、大野市教育委員会５月定例会を閉会する。  

 

午後４時４０分終了  

 

 

       令和３年６月２８日  

 

                                  

（松田委員）  

 

                                  

（羽生委員）     


